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近年急激に発達する低気圧の影響により暴風雪災害がしばしば発生するようになった．道路気象情報提

供により道路利用者の交通行動の判断を支援することが極めて重要となるため，著者等は平成25年2月か

ら吹雪の予測情報提供を開始した．平成25年12月からは，従来のパソコン向けの情報提供に加えて，スマ

ートフォン向け情報提供サイトの構築と注意喚起メール配信実験も開始し，アンケート調査により情報提

供の効果を把握した．その結果，回答者の89％が情報を利用して行動変更を検討しており，56％が実際に

行動を変更したことが判明した．本論文はこれらの実験結果について報告する． 
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1. はじめに 

 

積雪寒冷地の冬期道路では，吹雪による視程障害によ

る交通障害がしばしば発生するなど，厳しい走行環境に

ある．このため，防雪柵や防雪林などの吹雪対策施設の

整備が進められてきた．ところが，近年急激に発達した

低気圧の影響により，極端な暴風雪による吹雪災害が発

生するようになってきた．これまで，防雪柵などのハー

ド対策によって吹雪災害の軽減に効果を上げているが，

これらの整備には多くの費用と時間が必要となる他，極

端な暴風雪への対応には限界がある．このような暴風雪

に対して早急な対策を行うには，従来のハード対策に加

えて，吹雪の現況及び予測情報を提供するソフト対策を

行い，暴風雪時におけるドライバーの行動判断を支援す

ることが必要と考えられる． 

著者等は，平成25年2月よりインターネットサイト

「吹雪の視界情報」において，北海道内の視界の予測情

報の提供を開始した．さらに，平成25年12月からは，従

来のパソコン向けの情報提供に加えて，スマートフォン

向け情報提供サイトの構築と注意喚起メール配信実験を

開始した．そして，アンケート調査を行い情報提供の効

果を把握した．本論文ではこれらの実験結果について報

告する． 

なお，対象物を視認できる最大距離を意味する気象用

語としては「視程」が正しいが，本実験では，道路利用

者向け情報提供を行うため，一般に使われている「視

界」という用語を用いた．そのため，本論文でも視界を

視程と同義とする． 

 

 

2. システムの概要 

 

(1) 吹雪の視界情報 

a) 視程予測情報の作成方法 

視程は，気温や風速などのような一般的な気象観測項

目ではない．そのため，空間的な吹雪視程情報を直接得

ることは困難である．このため，本実験では一般的な気

象値から視程を推定している． 

著者等は，過去の研究で，容易に入手できる気象デー

タ（降雪強度，風速，気温）から吹雪時の視界を推定す

る手法を開発した1)．気象庁から配信される降水強度と

風速，気温の気象値を入力値として，この手法に適用す

ることで，視程情報（現況，予測）を作成した（図-1）. 
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これらの気象値は，5kmメッシュの現況値と33時間先 

まで1時間毎の予測値が3時間毎に配信される．加えて，

降水強度は，1kmメッシュの現況値と6時間先までの1時

間毎の予測値が30分毎に配信される． 

なお，この視程推定手法の適用の前段において，地吹

雪の発生を判定をする必要がある，この地吹雪判定フロ

ーについては，付録で述べる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) PC版サイトの概要 

PC版サイトにおける吹雪の視程情報は平成25年2月か

ら5月まで，及び平成25年12月から平成26年5月まで提供

を行った． 

提供した視程情報は，現況および1，2，3，4，5，6， 

9，12，24時間先の予測情報で，予測値の更新は3時間毎，

現況値は30分毎である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気象データ入手

気温（5㎞メッシュ）
風速（5㎞メッシュ）
降水（降雪）強度
（1㎞・5 ㎞メッシュ）

地吹雪発生
判定

視程推定
推定手法による

視程演算
吹雪時の視程

吹雪視程の予測

寒地土木研究所

吹雪視程演算サーバー

図-1 吹雪視程の予測情報作成の概略

 

15時発表：視程障害の恐れがあります

fuyumichi@time‐n‐rd.jp

xxsampleaddressxx@ceri.go.jp

今後、 石狩中部 で６時間以内 に視程500m
未満 の視程障害が発生する恐れがあります。
お出かけや運転にご注意ください。

石狩中部
中央区 1時間後 ： 視程200～500m未満
北区 1時間後 ： 視程200～500m未満
東区 1時間後 ： 視程200～500m未満
豊平区 1時間後 ： 視程200～500m未満
南区 2時間後 ： 視程200～500m未満
西区 1時間後 ： 視程200～500m未満
厚別区 1時間後 ： 視程200～500m未満

：
：

メール配信
サービス

スマートフォン
専用ページ

現在地の
視界情報提供

（ａ）

（ｂ）

（ｃ）

図-2 吹雪視界情報の概要 

今後，石狩中部で，6 時間以内 視界 500ｍ未満の視程障害が

発生する恐れがあります．お出かけや運転にご注意ください． 

石狩中部： 

 中央区 1時間後：視程 200～500ｍ未満 

 北区 1時間後：視程 200～500ｍ未満 

東区 1時間後：視程 200～500ｍ未満   ・・・・ 
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提供上の地域区分は，北海道を203に細分化したエリ

ア（合併前の旧市町村単位を基本とし、札幌市は区単

位）である．203エリア毎に，エリア内の主要道路に沿

ったメッシュ上の視程値を抽出し，視程の良い（視程距

離の長い）方からの90%タイル値を当該エリアの視程と

して採用した．そして「著しい視程障害(視程100m未

満)」「かなり不良(視程100～200m)」「不良(視程100～

500m)」「やや不良(視程500～1000m)」「良好(視程1000m

以上)」の5ランクに区分し，色分けして表示した． 

なお，本実験においては，吹雪視程など気象予測を行

うため，気象庁の許可を受けている．（気象予報業務許

可183号） 

c) スマートフォン専用ページ 

平成25年12月1日より，スマートフォン専用ページで

の情報提供も開始した（図-2(a)）．また，位置情報を

送信することにより，現在地の視界情報を確認できる機

能を実装した（図-2(b)）． 

 

(2) メール配信サービス 

平成25年12月20日からは，吹雪の発生が予想されると

きに，注意喚起を行うメールを配信するサービスを開始

した．事前に登録された条件に応じて視界不良の予測を

自動でメール通知するものである（図-2(c)）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者は，事前にエリアと配信される視程条件などを

登録する．登録エリアは，北海道の気象庁天気予報一次

細分区域の46エリア（例．石狩中部など）である．また

視程条件は，500m未満，200m未満，100m未満の3段階で

ある．指定したエリアでこの条件に合致する視程が予測

されたときに，メールが配信される． 

 

(3) 吹雪の投稿情報 

道路利用者から投稿されたリアルタイムな吹雪情報を，

インターネットサイトでリスト及びマップ形式で提供す

るものである．災害時においてSNSでリアルタイムの道

路情報を提供する試みは行われているが2)，吹雪に特化

したものはない．また，一般にSNSであると発信者が不

特定多数になるため，意図的に虚偽情報を流すなどデー

タの信憑性に問題が発生する恐れがある．そこで，「北

の道サポーター」として登録された者だけが投稿できる

ようにした．投稿できる情報は，当該の市町村名，路線，

視界，天候，コメントである．また任意で，写真を添付

することができるほか，投稿時に位置情報を送信するこ

とで，マップ上での表示も可能である(図-3)．なお，閲

覧は誰でも可能である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

……… 

…… 

…… 

図-3 投稿された情報の例．上：マップ表示，下：リスト表示． 

…
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3. 結果 

 

(1) 平成25年3月2～3日の事例 

 北海道で9名が犠牲となった平成25年3月2～3日の

暴風雪災害時のデータを抽出し，吹雪視程予測の事例検

証を行った．図-4に，平成25年3月2日12時に発表し

た吹雪視程予測（上段）と，当該時刻の吹雪視程の現況

再現値および通行止めなどの状況（下段）を示した．3

月 2 日の 12 時発表の吹雪視程の予測では，時間経過と

ともに北海道北部から東部に向けて，吹雪による視程

100m 以下（著しい視程障害）のエリアが拡大すること

を予測していた．また，各時刻での吹雪視程は，上段の

予測結果とほぼ同じ時刻に視程 100m 以下を示す濃い赤

色が北海道北部から東部に拡大し，それと重なるように

国道の通行止めが発生していた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2) アクセス数 

図-5に，本サイトの平成25年度の日毎アクセス数を示

す．予測情報の提供を開始した平成24年度（2月～3月）

に比べて平成25年度（12月～3月）の日平均アクセス数

は約1.6倍に増加した．特に北海道東部が暴風雪に襲わ

れた平成26年2月17日には1万件を超えるアクセスがあっ

た． 

 
(3) 吹雪の投稿情報 

 平成25年12月1日から平成26年5月6日までで722件の投

稿があった．また平均アクセス数はパソコン版が365件/

日（リスト表示）および59件/日（マップ表示）で，       

スマートフォン版が 62件/日（リスト表示），および

23件/日（マップ表示）であった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２月 １月 ２月

日
ア
ク
セ
ス
数
（件
）

平成24年度
2～3月平均
1,537件/日 スマートフォン版

最大：10,987件

パソコン版

平成25年度
12～3月平均
2,416件/日

３月

図-5 平成25年度冬期のアクセス数 

：国道8路線

12区間

：国道23路線

44区間

：国道7路線

13区間

1時間後 ３時間後 ６時間後 ９時間後 １２時間後 ２４時間後

3月3日0:00 3月3日12:00

3月2日13:00 3月2日15:00 3月2日18:00 3月2日21:00 3月3日0:00 3月3日12:00

3月2日13:00 3月2日15:00 3月2日18:00

：国道22路線

41区間

20:30～R39大空町
立ち往生車両

3月2日21:00

：国道16路線

30区間

17:40頃 中標津町
「車が動けない」

：国道8路線

16区間

16:00頃 湧別町
「車が動けない」

図-4 平成25年3月2～3日における吹雪視程予測の事例検証．上は3月2日12時発表予測．下は当該時刻の現況

視程(推定値)．○の囲みは国道の通行止めのエリアを示す． 
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(4) アンケート調査 

 吹雪視界情報提供とメール配信サービスの効果を把握

するため，アンケート調査を実施した． 

a) 視界情報提供に関するアンケート 

 平成26年4月7日から5月15日まで，ホームページ上で

アンケート調査を実施し133名から回答を得た． 

図-6はＰＣサイトとスマートフォンサイトの満足度で

ある．共に80％以上が満足（「非常に満足」，「満足」，

「やや満足」の総和）と回答した． 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 吹雪視界情報提供サイトの満足度．左：ＰＣ版サ

イト(n=75)，右：スマートフォンサイト(n=50) 

 

図-7は「提供された情報と実際の視界に差を感じた

か」の問いに対する回答である．65％の方が差を感じな

いと回答している．前述のＰＣ版サイトの満足度に関し

て不満（「やや不満」，「非常に不満」）と回答したの

は12名であり，そのうち，差を感じないと回答したのは

5名であった． 

また外出中には58％がスマートフォンを使って吹雪の

視界情報のサイトにアクセスしていることがわかった

(図-8)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 提供された視程と実際の視程との差異(n=119)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 外出中における吹雪の視界情報の入手ツール

（n=107）． 

 

図-9は，「吹雪の視界情報」を利用して行動や予定の

変更を検討したかを尋ねた結果である．「吹雪の視界情

報を参考にして行動や予定を変更した」の回答者が56％

と多かった．また，「検討したが変更しなかった」を含

めると約90％の回答者が情報を利用して行動変更を検討

したことが明らかになった． 

また交通行動を変更した回答者67名のうち，出発時刻

を変更した方が35名(52%)，旅行中止や休憩を取った方

が34名(51％)，次いでルートを変更した方が30名(43％)

であった． 

 

 

 

 

 

(n=120) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 吹雪情報による交通行動や予定の変更の有無． 

  

図-10は吹雪時の立ち往生や避難の経験の有無である．

約4割の回答者が経験を有していることが判明した．経

験者に，その際どのような情報が欲しかったかを自由記

述で更に尋ねたところ，「天候回復の見通しと近くの避

難所」，「臨時に開設されたシェルターなど（の避難

所）」の情報が欲しいなどの回答を得た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 吹雪遭遇時の立ち往生や避難の経験の有無

(n=118)． 

 

 さらに，システム全体の改善点の要望として，カメラ

画像が提供されていない峠の詳細な道路情報や，吹雪時

の休憩場所や避難場所などの提供が挙げられた． 
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b) メール配信サービスに関するアンケート 

 メール配信に関するアンケートは，サービス利用者を

対象にを平成26年4月14日から5月15日までホームページ

上で実施し，150名から回答を得た． 

 図-11は，サービスの満足度である．満足度について

は殆ど(89％)の利用者が「満足」（「非常に満足」，

「満足」，「やや満足」の総和）と回答している． 

一方，不満の理由としては，吹雪予測情報の精度が低

いことやメールの配信の遅れが挙げられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 メール配信サービスの満足度(n=150)． 

 

図-12は，メールを受け取ってどのように活用したか

尋ねた結果である．41％（62人）が吹雪の視界情報を，

18％（27人）が気象情報等を確認する等，メール受信を

きっかけとして積極的に情報収集を行っていることが判

明した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 メールを受け取った後の活用(n=150)． 

 

 

4. 結論 
 
吹雪時における交通行動の判断を支援するため，吹雪

の視程予測情報を提供した．アンケートの結果，満足度

は概ね90％と高い評価を得た．また，吹雪情報を利用し

て交通行動を変更する実態が明らかになった．その内訳

は，出発時刻を変える，出発を取りやめたり休憩する等

に加え，ルートを変更したという回答が多かった．一方，

吹雪視程予測の精度向上を求める声もあるほか，メール

配信サービスについては配信の遅延が満足度を低下する

要因の一つとなっていることが明らかになった． 

なお，経路選択に与える吹雪情報の効果に関してコン

ジョイント分析も行っており別報3)で報告する． 

今後は，吹雪予測精度の向上や，メール配信の遅延に

ついて改良を行い，道路管理者や道路利用者の安全な行

動を積極的に促す情報内容や表現，提供手法についても

検討を加えることで，さらに効果的な情報提供を目指す

こととしたい． 

 

謝辞：本研究の実施に関して，吹雪視界情報サイトの周

知や調査に協力していただいた各位に謝意を示す． 

 

付録 吹雪発生判別フロー 

 吹雪の発生，非発生の判断は以下のフローに従い，吹

雪が発生した場合に文献1)の手法で吹雪視程を推定する． 
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